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町
民
の
皆
様
、
そ
し
て
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
初
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
私
共
セ
ン
タ
ー
も
公
益
社
団
法
人
移
行
後
三
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
公
益
性
を
重
視
し
た
就
業
の
推
進
ま
た
、
改
善
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
タ
イ

ム
リ
ー
な
適
性
就
業
推
進
を
図
り
健
全
な
運
営
に
役
職
員
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
公
益
法
人
と
し
て
の
責

務
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
い
よ
い
よ
団
塊
の
世
代
が
六
十
五
歳
に
到
達
し
、
現
役
を
退
く
と
き
、
シ
ル
バ
ー
事
業

と
し
て
受
け
皿
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
は
、ま
す
ま
す
進
展
す
る
高
齢
化
社
会
に
向
け
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
更
に
大
き
く
、地
域
か
ら
の
期
待
感
も
増
し
、重
要
な
位
置
づ
け
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
こ
と
に
認
識
を
深
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
新
会
員
の
入
会
促
進
｛
説
明
会
（
月
二
回)

｝、
そ

し
て
就
業
機
会
確
保
に
向
け
て
業
務
担
当
及
び
関
連
委
員
会
が
中
心
と
な
り
鋭
意
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
シ
ル
バ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立　

共
働
・
共
助
」
の
精
神
に
則

り
、
就
業
の
場
に
お
い
て
は
和
や
か
さ
を
、
ま
た
、
お
客
様
に
対
し
て
は
「
誠
実
・
親
切
ま
た
、
必
要
な

説
明
等
は
丁
寧
に
行
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、「
地
域
に
愛
さ
れ
、
貢
献
す
る　

魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
を

目
指
し
て
」
を
、
合
言
葉
に
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
会
員
さ
ん
の
ご
理
解
と
協
力
を
得
て
、
実
践
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

就
業
に
お
け
る
安
全
面
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
県
下
拠
点
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
残
念
な
が
ら
重
篤
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
事
故
状
況
は
、
昨
年
同
期
で
一
件
増
（
七
件
）
幸
い
重
篤
事
故
は
無
か
っ
た
も
の
の
、

ち
ょ
っ
と
注
意
す
れ
ば
防
止
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
物
損
事
故
で
し
た
が
、
実
は
、
こ
れ
が

怖
い
こ
と
を
会
員
の
皆
様
に
は
し
っ
か
り
肝
に
銘
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ

の
法
則
）

　

今
一
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
、
就
業
環
境
に
即
応
し
た
「
始
業
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
グ
ル
ー

プ
全
員
で
徹
底
し
、
今
年
度
こ
そ
は
、
無
事
故
達
成
に
向
け
、
皆
様
の
奮
起
を
切
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り理
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濱
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崎
真
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美

謹
賀
新
年

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（神社本庁・月刊若
水第 774 号から抜
粋引用）

　今年の干支は「午（うま）＝甲午」で十二支では７番目になります。その
昔、庶民に十二支を浸透させるために、記憶しやすい動物の “馬 ” がこの「午」
に当てられました。馬は昔から人と深く関わっており、人や荷を運んだり農
耕を助けたりと様々な場面で大きな役割を果たしてきました。馬は縁起の良
い動物とされ、古くから招福の象徴とされてきました。今年には、平和で景
気の良い幸福を与えてくれる天馬が現れて、輝かしい吉年になりますことを
祈ります。

午・馬の話

表紙の富士山は、会員の加藤幸一さんの作品です。銅像は、やぶさめ公園で撮影しました。
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瑞
宝
単
光
章 

  

秋
葉
雅
也
さ
ん
（
剪
定
班
・
大
木
）

　平成25年度分、 賛助会員ご入会は、 次の企業の皆様 （７ページまでに掲載） です。 

　賛助会員についてのお問い合わせは、センター事務局 電話76-2235までお願いします。

　

当
シ
ル
バ
ー
会
員
の
秋
葉
雅
也

さ
ん
が
、
平
成
二
十
五
年
「
秋
の

叙
勲
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
地
方
自
治
や
公
共
・
教
育
福

祉
、
ま
た
、
公
務
等
に
て
功
績
或

い
は
永
年
従
事
で
成
績
を
挙
げ
た

人
で
、
厳
正
な
調
査
等
を
経
て
選

考
さ
れ
、
天
皇
陛
下
か
ら
賜
っ
た

尊
い
勲
章
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
栄
誉
に
輝
く
人
が

秋
の
叙
勲

当
シ
ル
バ
ー
に
居
ら
れ
る
こ
と

は
、私
達
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
同
氏
は
元
近
鉄
桑
名
駅
長

を
長
年
務
め
ら
れ
、
退
職
後
に
は

自
治
会
長
な
ど
地
域
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
受

章
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東互助会会長から祝福を受けられた
秋葉雅也さん（シルバー事務所にて）

互
助
会
か
ら
の
お
祝
い
！

　

互
助
会
で
は
役
員
会
で
同
氏
の

受
章
を
称
え
、
慶
弔
規
程
を
参
考

に
し
て
僅
少
な
が
ら
お
祝
い
す
る

こ
と
に
し
、
東
会
長
か
ら
金
一
封

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

秋
葉
さ
ん
の
日
々

受
章
・
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
さ
ん

イオン東員建設現場での
=イオン・鹿島工事事務所長賞=

　

商
業
施
設
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
東
員
」
の
建
設
中
に
、
鹿
島

建
設（
株
）の
工
事
現
場
で
清
掃
作
業
に
就
業
し
て
お
ら
れ

た
当
シ
ル
バ
ー
会
員
七
名
の
皆
さ
ん
に
、
そ
の
作
業
に
対
す

る
感
謝
の
意
が
貢
献
賞
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
特

に
春
か
ら
夏
そ
し
て
秋
に
掛
け
て
も
酷
暑
の
中
、
ま
た
、
各

業
者
等
大
勢

の
作
業
者
が

混
雑
す
る
中

で
、
よ
く
ぞ

立
派
に
精
励

さ
れ
た
こ
と

と
敬
意
を
表

し
ま
す
。

=東員花卉くらぶ賞=
「花のまちづくり」コンクールで

会
員
の
南
部
美
重
子
さ
ん
（
北
大
社
）

　

東
員
町
の
「
花
の
ま
ち
づ
く
り
」
25
周
年
記
念
事
業
で

行
わ
れ
た
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
会
員
の
南
部
さ
ん
が
手
入
れ

管
理
し
て
お
ら
れ
た
花
壇
が
見
事
「
花
卉
く
ら
ぶ
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
被
表
彰
者
名
は
主
催
者
の
方
で
「
シ
ル

バ
ー
花
の

愛
好
会
」

と
名
付
け

ら
れ
ま
し

た
。

　

厳
格
・
厳
正
な
近
鉄
を
停
年
退
職
し
、
第
二
の
人
生
は
晴
耕
雨
読
で
の

ん
び
り
と
自
作
自
消
の
農
業
を
行
っ
て
い
た
中
、
現
職
中
は
業
者
に
依
頼

し
て
い
た
庭
の
手
入
れ
を
自
分
で
剪
定
し
ょ
う
と
思
い
た
ち
、
シ
ル
バ
ー

剪
定
班
に
入
会
し
て
早
や
数
年
、
良
き
指
導
者
に
出
合
っ
た
お
か
げ
で
、

今
や
我
な
が
ら
納
得
で
き
る
剪
定
作
業
を
行
い
つ
つ
、
第
一
、
第
二
の
人

生
で
出
合
っ
た
方
々
へ
感
謝
感
謝
で
、悠
々
自
適
の
毎
日
で
す
。（
ご
本
人
談
）
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シルバーパワーの ボ ラ ンティア
と
う
い
ん
シ
ル
バ
ー
の
日

　

十
月
十
九
日
（
土
）
午
前
八
時
三
十
分
、
小
雨
の
な
か

役
場
庁
舎
前
に
集
合
し
た
百
余
名
の
会
員
方
は
濱
田
理
事

長
、
水
谷
町
長
の
挨
拶
の
あ
と
準
備
体
操
を
行
い
、
役
場

を
中
心
に
公
共
施
設
周
辺
及
び
北
勢
線
東
員
駅
・
穴
太
駅

へ
と
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
、
除
草
作
業
・
ゴ
ミ
収
集
・
清

掃
作
業
な
ど
の
奉
仕
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

作
業
は
約
一
時
間
半
か
け
、
ゴ
ミ
、
枯
れ
葉
、
抜
い
た

草
な
ど
を
入
れ
た
ご
み
袋
が
五
十
以
上
山
積
み
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
「
介
護

予
防
」
の
講
話
と
健
康
体
操
が
行
わ
れ
シ
ル
バ
ー
に
と
っ

て
大
変
有
意
義
な
日
で
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
状
況
が
後
日
、

と
う
い
ん
プ
ラ
ム
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　シルバー人材センターの育児
支援事業として就業している施
設の 「デイサービス第３紫苑」
にて２つのボランティア活動に
取り組みました。 12月19日（木）
は、餅つき大会で、 この日は５
名の会員さんが朝からお手伝い
に行きました。

福祉・家事援助サービス月間
　また、 24日（火）にはこの施
設の忘年会で、お好み焼き大
会があり、 これには１名の会
員さんがお手伝いしました。
いずれも通所しておられる皆
さん方と交流し、一緒に過ご
し充実した日でした。

地域班 ( 各小学校区 ) で
清掃奉仕活動

　地域班は、センターの基本理念「自主・自立・
共働・共助」の実現に向けて、会員相互の親睦と
連帯意識を高めるとともに、会員とセンターとの
連携を一層緊密にすることにより、センターの円
滑な事業運営を
確保するために
設置されていま
す。町内には６
地区の地域班が
あり、ブロック
長、班長を先頭に地域の発展のためそれぞれが活
動、今年も小学校々庭や保幼の園庭の草刈り・草

抜き、また、園舎
等の窓清掃など子
供たちの環境整備
の奉仕活動を実施
しました。
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それぞれのイベントに参加 !!
張りきって社会参加東員町高齢者の集い

10月４日（金）　ひばりホール
　本大会は、主催・東員町シニアクラブ連合会、共催・
東員町社会福祉協議会、そして当センターが協賛し
濱田理事長が臨席して、当町総合文化センターに
て開催されました。この大会宣言にもうたわれ
た様に、私たち高齢者は豊かな知識や経験を
生かして地域を豊かにする社会貢献活動

を進めていく、ということを改めて認識す
る大会でありました。第 2部の芸能大
会では当シルバーの２人の会員さん
がカラオケを熱唱し、大きな声援
を受けていました。

シルバーいきいきフェスタ2013

東
員
町
商
工
祭

シ
ニ
ア
文
化
作
品
展

　

好
天
の
も
と
、多
数
の
出
店
テ
ン
ト
が
並
ぶ
中
、当
シ
ル
バ
ー
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
配
布
と
綿
菓
子
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち
で
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
当
店
の
綿
菓
子
も
お
客
さ
ん
が
途
切
れ
る
こ
と
な

く
、
大
盛
況
で
し
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、

よ
り
多
く
の
町
民
の
方
々
に
シ
ル
バ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ご
支
援
い

　
　
　

た
だ
け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。　

こ
の
作
品
展
に
は
、
当
シ
ル
バ
ー

互
助
会
同
好
会
の
盆
栽
と
書
道
の
各

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
を
出
展
し
、
会
場
を
彩
る
と
同
時

に
発
表
の
良
い
機
会
を
得
ま
し
た
。

10
月
13
日（
日
）

　

中
部
公
園
会
場

９
月
28
日
〜
10
月
６
日

　このフェスタでは、初めに名張市シルバーの「独自事業への取組み」、続いて紀宝町シルバー
の「一人一善運動」についての経験発表がありました。作品販売やアトラクションのあとは、
鈴鹿医療科学大学准教授・蒔田勝義氏の講演「ふだんのくらししあわせに」に聴き入りまし
た。講演を聴き、地域で助け合うことの大切さや、シルバー人材センターの役割について再
認識させられました。この日、当シルバーからは会員と職員合わせて 12 名が参加しました。

11月14日（木）
県総合文化センター
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　ストックヤードを会
場に講義と実習を実施
しました。
　「今まで経験がない」
「まだ使いこなせてい
ない」という参加者に
もよくわかる内容で、就業会員にも大変好評でした。
今後も正しい操作を意識し定期的な整備を行い、安全
就業を心がけていくことが大切です。

　平成 25 年度も高年齢者の雇用・就業機会
の確保を目的として、技能講習を実施しまし
た。「パソコン会計事務講習」では、ワード・
エクセル・会計事務・会計ソフトについて学
び、「調理補助講習」では、調理実習と栄養

の基礎知識
や生活習慣
の予防など
についての
講 義 を う
け、今後の
生活にも大
変役に立つ

内容でした。町内外から受講された
皆さんには、７日間熱心に取り組ま
れ、今後も、シルバー人材センター
への登録や就職などを通して、社会
貢献されることを期待します。

各種講習
本年度もいろいろな講習会が開催されました。
講　習　会

◎
接
遇

ＳＰ技能講習

９
月
20
日
（
金
）・
10
月
17
日
（
木
）

　

オ
フ
ィ
ス　

フ
ル
ー
ル
の
大
橋
な
お
み
さ
ん

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
二
回
実
施
し
ま
し
た
。

「
仕
事
と
は
？
」
か
ら
始
ま
り
、
第
一
印
象
の

重
要
性
や
身
だ
し
な
み
な
ど
に
つ
い
て
も
改
め

て
考
え
、
接
客
す

る
際
に
必
要
な
言

葉
を
声
に
出
し
て

練
習
し
ま
し
た
。

お
客
様
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
心
の
こ
も
っ

た
対
応
を
心
が
け

て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

◎
パ
ソ
コ
ン
会
計
事
務

10
月
１
日
〜
７
日
間

◎刈払機・生垣バリカン安全講習
11月28日（木）

◎
調
理
補
助
10
月
28
日
〜
７
日
間
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公益社団法人
東員町シルバー人材センター
 六把野新田 143番地 1
 事務局 TEL 76-2235 FAX 75-0455

お気軽に、 お問い合わせください。☎ ７６－２２３５

高齢者の豊かな知識と経験で、 真心と技能を提供いたします。
※仕事内容によりお引き受けできない場合があります。 

◆シルバー人材センター　　　◆保健福祉センター
 １月２７日（月）
 ２月１２日（水） ２月２４日（月）
 ３月１２日（水） ３月３１日（月）

編
集
後
記

　

厳
し
い
社
会
・
経
済
情
勢
の
中

で
、
当
シ
ル
バ
ー
も
懸
命
に
そ
の

運
営
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
会

員
相
互
の
結
束
と
就
業
開
拓
等
を

推
進
し
て
実
績
向
上
を
期
し
、
更

に
魅
力
あ
る
人
材
セ
ン
タ
ー
と
な

る
よ
う
、
新
年
に
際
し
改
め
て
願

う
と
こ
ろ
で
す
。

編
集
委
員 （
五
十
音
順
） 

　

川
村　

光
男　
　

近
藤　
　

洋

　

廣
田　
　

勇　
　

藤
田
ヨ
シ
子

　

山
崎
真
由
美

※いずれも13時 30分からです。

ワンコインサービス
　スタート！

生活のちょっとし

た困り事お手伝い

します。

お気軽にお問い合

わせください。


